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研究成果の概要（和文）：本研究では、テクストや認識の仕方が、異なる文化的影響を通じて特定の文化に当て
はまらなくなりトランスカルチャー化していく経緯を、「トランスカルチャー的概念」を用いて明らかにした。
(1)1900年前後の東アジアの自己像をめぐる言説(新渡戸稲造や詩人Hans Bethge)と(2)1933～45年に東アジアに
亡命したユダヤ系ドイツ人の経験を分析対象とした。上海亡命と亡命者A.J. Storferに関する論文は、米国のア
ジア・ドイツ研究を代表する研究者との共同プロジェクトにおいて発表され、こうした連携により、ドイツ語
圏、英語圏それぞれの研究成果を共有する学問分野としてのAGSに貢献することができた。

研究成果の概要（英文）：In this study, it was found, using "transcultural concepts", that the texts 
and the ways of perceiving become no longer applicable to a specific culture through different 
cultural influences, and become transcultural. The scopes of analysis were (1) discourses on 
self-image in East Asia around 1900 (Nitobe Inazo and poet Hans Bethge) and (2) the experiences of 
Jewish Germans who defected to East Asia in 1933-45. Papers on the Shanghai exile and the exilee A.
J. Storfer were published in a joint project with leading researchers in Asian-German studies (AGS) 
in the US, and this collaboration contributed to the sharing of AGS research results in 
German-speaking and English-speaking countries.

研究分野： ドイツ文学

キーワード： トランスカルチャー　アジアン・ジャーマン・スタディーズ (AGS)　亡命文学　亡命　移民文学　移民
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研究成果の学術的意義や社会的意義
社会的意義としては、亡命、移民、文化接触をトランスカルチャー概念によって研究することにより、現代の移
民をめぐる問題をも深く考察する可能性を見出すことができた。学際的な意義としては、トランスカルチャー概
念を、単に都合の良い例を示すだけに留まらない、有用な用語であると証明できた。上海へのユダヤ人亡命が示
すように、異なる文化が一つの場所に共存しても、トランスカルチャー理論の意味でのハイブリッド空間が常に
生じるとは限らない。また、破壊的なトランスカルチャー性も認められた。第一次世界大戦後のドイツにおける
戦争言説は、日本の戦争言説を取り入れ、トランスカルチャー的次元で巨大な力を獲得した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
前科研テーマを通し、ドイツ語圏諸国から東アジアへの亡命者が、どのように故郷の文化的

背景と亡命先での経験を結びつけてきたのか、文化接触の観点から研究を進めてきた。これら
の研究から、亡命地では複数の文化が接触することにより、「トランスカルチャー的舞台」が生
じていたことが明らかになっていた。本研究は、このトランスカルチャー的舞台に焦点を当て、
具体例を分析することを主眼とした。 
また、日本や欧州とは別に、米国で独自に進められてきたアジア・ドイツ研究は、英語外の原

典資料に対して表面的な分析に留まっていた。そうした問題を解決していくため、相互の研究成
果を共有し、学問分野「アジアン・ジャーマン・スタディーズ（ＡＧＳ）」として発展させるた
めに、日本や欧州に加えて、米国にて研究成果を発表する必要があった。 
そのため、下記の３つの分野での研究が求められていた。 
a) トランスカルチャー概念に基づく分析 
トランスカルチャー概念は、文化的出会いの根本にあるダイナミズムや、これらから生じる

結果（文学作品など）の特徴を表すものであるが、本研究の枠組みの中で行われた様々な活動
を束ねるために、非常に有用な概念であると思われた。トランスカルチャー的状況において、
テクストや認識の仕方にどのような変化が生じるのか、すなわち、それらが異なる文化的影響
の融合を通じて、ある特定の文化に当てはまらなくなり、トランスカルチャー化していく経緯
を、本概念を用いて明らかにする必要があった。 
b) 「トランスカルチャー的舞台」分析 
具体例として、ドイツ語圏諸国から東アジアへの亡命によって生じた「トランスカルチャー的

舞台」、①1900 年前後の東アジアの自己像をめぐる言説、②1933 年から 1945 年までに日本や中
国に亡命したユダヤ系を中心とした亡命者の経験の分析が求められていた。 
c) 米国におけるアジア・ドイツ研究に対する批判と議論 
Joanne Miyang Cho (William Paterson University, New Jersey)ら米国でアジア・ドイツ研

究を担っている研究者と連携し、米国で年に一度開催されている学会 German Studies 
Association（GSA）や、学会誌 Palgrave Series in Asian German Studies において、日本や
欧州で蓄積されてきた研究業績を踏まえた研究成果を発表する必要があった。 
 
２．研究の目的 
 
以上の背景から、本研究の目的は、トランスカルチャー的舞台に関する資料収集と分析を行

い、その成果を国内外にて発表することにあった。具体的には、①1900 年前後の東アジアの自
己像をめぐる言説、②1933 年から 1945 年までに日本や中国に亡命したユダヤ人亡命者の経験
に関して、３つのグループのテキスト：a)東アジアの著者によって、西欧の言語で書かれた自
己像（1900 年頃）に関するテキスト、b)東アジアの自己像が記されたテキストに感銘を受けた、
西欧の著者によるテキスト、c)ドイツ語圏からの亡命者が自身の東アジアでの経験などを記し
たテキストを収集、分析し、その成果をＡＧＳの研究として発表することであった。 
 
３．研究の方法 
 
以上の目的を達するため、資料の収集、分析を行った。本研究では、日記や文学作品といっ

た様々な種類のテキストの分析、解釈、比較が重点となりつつも、並行して、住むことといっ
た文化的行為をも分析するため、研究方法は学際的でなければならなかった。東アジアの自己
像に関するテキストは、まず収集、整理されなければならなかった。その後、それらのテキス
ト間の類似性を明らかにするため分析を行い、あるいは特定の様式要素を明らかにするため、
異なる翻訳を相互に比較して分析を行った。全体として、文化的現象と文学的現象の両方を批
判的かつ正確に読むことを基本としている点で、文献学的手法であった。 
 
４．研究成果 
 
a) トランスカルチャー概念に基づく分析 

2021 年 10 月にソウル大学ならびに学習院大学主催で開催されたオンライン研究会 Robert 
Musil - Transcultural Readings において、本概念を用いたムージルの文学作品理解を試み、
韓国、中国、日本でのムージル受容について議論を行った。研究会での口頭発表については、
共同編集者 Manuel Kraus 氏（早稲田大学）と出版の準備を進めている。 
また、トランスカルチャーという用語の複雑さに応じて、文化研究にも取り組んできた。そ

の際、空間組織または空間構成の一例として、「居住すること」を取り上げた。これをめぐる西
洋の言説は 1900 年頃から日本の空間表象に強く影響されてきたからである。さらに、トラン



スカルチャーの特性は、次項に記すように、具体的なテキスト分析において示された。 
b) 「トランスカルチャー的舞台」分析 
①1900 年前後の東アジアの自己像をめぐる言説 
-東アジアの著者によって、西欧の言語で書かれた自己像（1900 年頃）に関するテキスト 
これらの西洋言語の言説の中で最も重要なもの（例えば、辜鴻銘、内村鑑三、新渡戸稲造、

岡倉覚三、岡倉由三郎によるもの）が収集され、それらの「共鳴」という観点から整理分類さ
れた。さらに、新渡戸稲造の著書『武士道』（1900）のような日本の戦争をめぐる言説が、第
一次世界大戦後のドイツにおいて、特定の政治的・軍事的目的のために道具化されたことを、
トランスカルチャーの否定的な例として明らかにした。 
-東アジアの自己像が記されたテキストに感銘を受けた、西欧の著者によるテキスト 

1900 年頃からヨーロッパで様々な翻訳が出版されていた日本の詩は、ある特定の日本像を
前提と結果として有する「翻案」をもたらすことになった。これについては、詩人 Hans Bethge
を例に論じた。 
トランスカルチャー的現象と見なされる日本の文献学史は、一方では西欧のゲルマニスト

（Karl Florenz）によって定義され、他方では伝統的な国学によって定義されている。これに
ついて基礎的な論文を執筆し、ドイツの重要な学会誌 Geschichte der Philologien に掲載され
た。 
②1933 年から 1945 年までに日本や中国に亡命したユダヤ人亡命者の経験の分析 
歴史的で真にトランスカルチャー的な現象は、第二次世界大戦中の東アジア、特に上海への

ユダヤ人の亡命であるが、これまでトランスカルチャーという観点からは研究されてこなかっ
た。中国の環境に関わろうとするユダヤ人の移民の試みは、ハイブリッドな「中間空間」が存
在しなかったことから、トランスカルチャー的に失敗した試みと見なさなければならない。 
上海のドイツ語を話すユダヤ人亡命者は、歴史的、社会的分野で十分に研究されている。し

かし、現在、拡大している中国による亡命研究は、国際的な研究に対する挑戦である。将来、
この分野で西洋または日本による研究がほとんど行われなくなった場合、中国の政治的な研究
が支配的になる危険性がある。 
c) 米国におけるアジア・ドイツ研究に対する批判と議論 
米国におけるアジア・ドイツ研究を代表する研究者との共同書籍プロジェクトにより、非常

に生産的な議論が行うことができた。上海亡命と亡命者 A.J. Storfer に関する論文が歴史家 
Joanne Miyang Cho (William Paterson University, NJ) によって出版された本に掲載された。
これにより、研究計画で想定されていた米国のアジア・ドイツ研究との連携は実現され、米国
外のアジア・ドイツ研究に焦点を当てるという目標も達成され、本来あるべき学問分野とし
ての AGS に貢献することができた。 
今後も、更なる研究活動（例えば、2025 年にオーストリアのグラーツで開催される国際ゲル

マニスト学会で「東アジアの言説」をテーマとするセクションの立ち上げる）を通じて、AGS
の対象分野、アジア受容と東西接触に関する分析を続ける。 
 
以上の結果から次のよう言える。 

- AGS は日本・欧州・米国のこれまでの研究成果を踏まえ、共同して研究することにより、「内
部」の拡張をすることができる。他方で、AGS の対象分野が、AGS 以外の研究分野において
研究されることも奨励されるべきである。 
- トランスカルチャー概念は、「ナイーブ」な意味が取り除かれた（単に都合の良い例を示す

だけに留まらない）、有用な用語であることが証明された。一つには、トランスカルチャー性は
常に機能するとは限らない。つまり、異なる文化が一つの場所に共存しても、トランスカルチ
ャー理論の意味でのハイブリッド空間が常に生じるとは限らない。上海のユダヤ人亡命者は、
現在の中国の上海研究がイデオロギー上の理由でそれを異なって提示しているとしても、トラ
ンスカルチャー的試みの失敗を示している。もう一つに、破壊的なトランスカルチャー性も認
められた。第一次世界大戦後から第二次世界大戦までのドイツにおける戦争をめぐる言説は、
そのトランスカルチャー的次元を通じて（日本の戦争言説の要素を取り入れたという点で）巨
大な力とダイナミズムを獲得した。 
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